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１ 実施状況の概要 

平成 22 年度の畜産経営指導は、配合飼料価格の高止まりや畜産物消費量減退によ

る生産物価格の低迷により、収益性が低下している畜産経営体に対して、表－1 に示

した 4 種類の指導区分で指導を実施した。 

指導に当たっては、別掲の「平成 22 年度畜産コンサルタント名簿」に記載したと

おり当協会職員 5 名と新潟県及び畜産関係団体職員 30 名で構成した畜産コンサルタ

ントが緊急課題対応型指導で明らかになった先進事例の取り組み内容や、平成 19 年

度に改訂した新潟県畜産経営指導指標を活用して、指導区分ごとの指導内容での指導

を実施した。 

指導戸数は、表－2 のとおり合計 44 戸で、特に、緊急課題対応型指導では、先進

事例の経営改善手法を 1 事例当たり年間 3 回程度、調査して経営成果の取りまとめを

行った。 

本指導実施結果は、現状の畜産経営の収益性と技術上の課題をより明確なものとす

るとともに、特に、普及に活用できる成果を上げている事例の取り組み内容について

畜種別に整理した。 
 
表－1 指導区分と指導内容 

指 導 区 分 指  導  内  容 

緊 急 課 題 対 応 型 

配合飼料価格高騰の影響により畜産経営の所得が大幅に

低下していることから、飼養管理技術等の向上を課題とした

改善指導を通年・継続的に行い、改善効果・経営実績を把握

して、他の経営への普及を図るための指導 

総 合 
経営診断分析により問題点を把握し、それを改善するため

の指導 

ワ ン ポ イ ン ト 
経営体が抱えている特定課題（生産技術の改善、新技術の

導入方策、損益計算書、貸借対照表等の財務諸表の作成・分

析手法の習得等）を解決するための指導 

フ ォ ロ ー ア ッ プ 
総合診断受診後の経営体への助言・指導内容の定着を図る

ための指導 
 
表－2 指導実施戸数 

区 分 
緊 急 課 題 
対応型指導 

総 合 指 導
ワンポイント

指 導

フォローアップ 
指 導 

合   計

酪 農 経 営 3 戸 3 戸 4 戸 2 戸 12 戸

肉用牛経営 3   6  8  3   20  

養 豚 経 営 3   3  3  3   12  

合  計 9   12  15  8   44  
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２ 指導対象経営の概要 

（１）経営形態 

平成 22 年度に指導を実施した 44 戸の中から、技術水準、所得、財務内容など

経営全体の状況を把握できた酪農経営 6 戸、肉用牛経営 17 戸、養豚経営 6 戸の合

計 29 戸の診断実績数値を新潟県畜産経営指導指標値と対比して「6 参考資料」と

して掲載した。 

これらの 29 戸について、畜産専業、後継者就農、自給粗飼料生産の状況を取り

まとめると表－3 のとおりであった。畜産専業戸数割合は酪農、肉用牛繁殖経営で

は 60%以上と高かったが、肉用牛肥育経営は全て稲作との複合経営であった。 

また、後継者就農戸数を見ると 29 戸のうち約 4 割の 11 戸で後継者が就農して

いるが、肉用牛肥育経営では 14.3％と他の畜種に比べて非常に低かった。 

酪農経営、肉用牛経営における自給粗飼料生産戸数を見ると、肉用牛繁殖経営で

は全ての事例が自給粗飼料生産に取り組み、酪農経営でも 2/3 に当たる 4 戸で取り

組みが見られたが、肉用牛肥育経営では 6 戸（42.9％）と少なく、購入飼料に依存

した経営が多かった。 
 
表－3 指導対象経営の経営形態                    （戸（％）） 

肉用牛経営 
区  分 酪農経営

繁殖経営 肥育経営
養豚経営 合 計 

診 断 実 績 掲 載 戸 数 6 3 14 6 29 

畜 産 専 業 戸 数 5（83.3） 2（66.7） 0（   0） 2（33.3） 9（31.0）

後 継 者 就 農 戸 数 3（50.0） 3（100） 2（14.3） 3（50.0） 11（37.9） 

自 給 粗 飼 料 生 産 戸 数 4（66.7） 3（100） 6（42.9）  13（56.5）

（注）自給粗飼料生産戸数の合計は酪農経営、肉用牛経営戸数に対する比率で示した。 

 
（２）飼養規模 

指導対象経営の飼養規模を新潟県が取りまとめた家畜頭羽数調査結果（平成 22
年 2 月 1 日現在）と比較すると、次のとおり比較的規模の大きな経営であった。 

・ 酪農経営は経産牛規模が 23.0～54.6 頭の範囲にあり、県平均の 26 頭以上の

経営が 6 戸中 5 戸（83.3％）と多かった。 

・ 肉用牛繁殖経営は繁殖牛規模が 23.0～34.0 頭の範囲にあり、県平均の 5 頭

を大きく上回り、和牛肥育経営でも肥育牛規模が 28.4～128.6 頭と県平均の 24
頭を全て上回った。一方、交雑種肥育経営では肥育牛規模が 40.9～178.9 頭で

県平均の 83 頭を上回ったのは 3 戸中 1 戸（33.3％）のみであったが、肉用牛

経営全体としては規模の大きな経営が多かった。 

・ 養豚経営は全て、一貫経営であり、種雌豚の飼養規模は 43.9～256.1 頭の範

囲にあり、県平均の 102 頭以上の経営が 4 戸（66.7％）と多かった。 
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３ 指導区分別の実施結果の概要 

（１）緊急課題対応型指導 

緊急課題対応型指導においては、配合飼料価格の高止まりに対応して多様な工夫

や対策を行い、生産性の向上に努めている 9 戸（酪農経営 3 戸、和牛繁殖経営 1
戸、和牛肥育経営 2 戸、養豚経営 3 戸）について、取り組み内容を調査した。 

後掲した表－10～16 に、緊急課題対応型指導を実施した 9 戸の生産性向上を図

るための取り組み内容を整理した。 
 

（２）総合指導 

総合指導では、技術・財務面を含めた経営全般の分析を行い、対象経営が抱える

問題点を把握して改善指導を実施した。合計指導戸数は 9 戸であるが、緊急課題対

応型指導、ワンポイント指導を含めて、経営全般の分析を行うために必要な一連の

データを 2 年間継続して把握できたのが 25 戸あった。 

表－4 に示した、これらの継続指導事例 25 戸の飼養畜 1 頭当たり年間所得額の

推移を畜種別に見ると、酪農経営では 2 戸で大幅に経営改善が図られ、生産性向上

により販売乳量が増加したことから平均では 45 千円の所得増加が見られた。 

一方、肉畜経営では、和牛繁殖経営で雄子牛販売単価が前年比 42 千円増となり、

所得額が増加した。和牛肥育経営及び交雑種肥育経営では素牛費の低減や枝肉価格の

上昇により所得額が増加し、同じく枝肉価格が向上した養豚経営でも大幅な所得の

増加が見られた。 

この結果、継続指導事例 25 戸のうち、前年より所得額の増加した経営は酪農経

営 4 戸中 2 戸、肉用牛経営 16 戸中 13 戸、養豚経営 5 戸中 5 戸で、合計 20 戸（全

体の 80％）と多かった。 
 

表－4 飼養畜 1頭当たり年間所得額                  （戸、円） 
区   分 集計戸数 平成 21 年 平成 22 年 増  減 

酪 農 経 営 4 186,994 232,412 45,418 
和 牛 繁 殖 経 営 3 75,809 91,608 15,799 

和 牛 肥 育 経 営 10 11,362 61,974 50,612 

交雑種肥育経営 3 9,980 46,403 36,423 
養 豚 経 営 5 476 39,210 38,734 
 

（３）ワンポイント指導 

ワンポイント指導では、特定の課題を解決するための生産技術指導を 15 戸の経

営を対象として実施した。畜種別に改善が必要な特定課題と指導内容は次のとおり

である。 
・ 酪農経営の課題は、対象の 4 戸中 3 戸で分娩間隔が 15 か月以上、体細胞数

が 30 万個以上と多いことであり、繁殖成績の改善、乳房炎の防除対策につい

て重点的に指導した。
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・ 肉用牛経営の課題は、対象の7戸のうち、繁殖経営1戸では子牛の事故率が18.8％
と高いこと、日齢体重が雌・雄子牛とも指標値に比べて 0.1kg 程度小さく販売価

格も安かったことであり、子牛の衛生管理の徹底や低能力繁殖雌牛の更新につい

て指導した。和牛肥育経営 4 戸では枝肉格付 4 等級以上率が平均で 54％と低いこ

と、生産コストが高いこと（4 戸）、疾病が多発していること（1 戸）であり、肥

育ステージに応じた飼料給与体系への変更や自給粗飼料生産によるコスト低減対

策、衛生管理の徹底について指導した。一方、交雑種経営の 2 戸では、疾病によ

る事故率が 14.3％、8.1％と高いこと、出荷体重・枝肉重量が小さいこと（1 戸）、

また和牛肥育も行っている 1 戸では枝肉格付 4 等級以上率が 36％と低いことであ

り、衛生管理の徹底や飼料給与体系の見直し、和牛肥育技術の向上対策について

指導した。 
・ 養豚経営の課題は、3 戸中 2 戸で離乳から受胎までの日数が 20 日以上と長

いことと、3 戸中 1 戸で密飼いによる肉豚事故率が 10.9％と高いことであった

ため、繁殖豚の淘汰基準の明確化による繁殖技術の向上及び適正な飼養面積の

確保対策等について指導した。 
 
（４）フォローアップ指導 

フォローアップ指導では、総合診断受診後の助言・指導内容の定着を図るための

指導を 8 戸の経営を対象に実施した。 

・ 酪農経営は対象が 2 戸で、うち 1 戸は課題であった体細胞数が 63 万個から

37 万個に減少し、1 戸は分娩間隔が 16.6 か月から 15.9 か月に短縮した。しか

し、体細胞数、分娩間隔はさらに改善が必要なレベルであり、さらに経産牛 1
頭当たり乳量が 7,118kg、5,890kg と低いことが今後の課題であった。 

・ 肉用牛経営は、対象の 3 戸のうち、繁殖経営が 1 戸、肥育経営が 2 戸であり、

繁殖経営では課題であった分娩間隔が 12.4 か月から 12.1 か月に改善したが、指

標値の 12.0 か月以内を達成することが今後の課題であった。肥育経営では課題で

あった枝肉格付４等級以上率が 2 戸平均で 55.7％から 78.8％に改善し、枝肉単価

も 1,989 円から 2,140 円と 151 円上昇した。 

・ 養豚経営は対象が 3 戸で、上物率の向上が課題であった 2 戸では、それぞれ

1.9％、7.5％の改善が見られ、離乳時育成率が低かった 1 戸では 87.2％から

90.6％に向上したが、より一層の事故率の低減、受胎日数の短縮、枝肉重量の

バラツキの改善等が各経営の今後の課題であった。 
 
４ 継続指導事例の指導結果 

平成 21 年度、22 年度に継続して総合的な指導を実施した事例における主な経営分

析数値の推移は次のとおりであった。 

 

（１）酪農経営 

酪農経営では、前掲の表－4 のとおり、経産牛 1 頭当たり所得が前年に比べて

45 千円増加した。その要因は、表－5 に示したように、経産牛 1 頭当たり乳量が

270kg 向上したことや、新たに 1 戸で自給粗飼料栽培に取り組んだことで乳飼比が

3.5％下がり、生乳 1kg 当たり総原価が 2.6 円低減したことによる。さらに、収入
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面でも生乳1kg当たり販売乳価が1.7円上昇したことも所得向上につながった要因

となった。 
今後改善すべき課題は、夏季の暑熱の影響により受胎率が低下し、分娩間隔が

15.9 か月と長くなっているので、13.5 か月を目標に短縮を図ることである。その

ためには、暑熱対策の徹底とともに繁殖障害牛の早期治療の実施、必要養分量に見

合った飼料の適正給与等が必要である。 
 

表－5 酪農経営における継続指導事例の分析数値       （集計戸数：4 戸） 
区   分 単位 平成 21 年 平成 22 年 増  減 

生乳 1kg 当たり販売乳価 円 114.01 115.71  1.70 
生乳 1kg 当たり総原価 
（ 自 家 労 働 費 控 除 ） 

円 92.50 89.90  ▲2.60 

乳 飼 比 （ 全 体 ） ％ 57.8 54.3  ▲3.5 
平 均 分 娩 間 隔 月 15.3 15.9  0.6 
経産牛 1 頭当たり乳量 kg 8,897 9,167  270 
経 産 牛 処 分 率 ％ 24.0 23.5  ▲0.5 
平 均 体 細 胞 数 万個 20.3 22.0  1.7 
 

 

（２）和牛繁殖経営 

和牛繁殖経営では、前掲の表－4 のとおり、繁殖牛 1 頭当たり所得が前年より

16 千円増加した。その要因は、表－6 に示したように、子牛販売価格が雌子牛、

雄子牛全体で 17 千円上昇したことによる。 
今後改善すべき課題は、分娩間隔を 12 か月以内に短縮するとともに、子牛の日

齢体重を向上するために適切な飼養管理を行うこと、また生産した子牛をさらに高

値で販売するために、高能力繁殖牛への更新を進めることである。 
 
表－6 和牛繁殖経営における継続指導事例の分析数値      （集計戸数：3 戸） 

区   分 単位 平成 21 年 平成 22 年 増減 
雌 子 牛 販 売 価 格 円 356,257 330,330  ▲25,927 
雄 子 牛 販 売 価 格 円 406,483 448,970  42,487 
子 牛 １ 頭 当 た り 総 原 価 
（ 自 家 労 賃 控 除 ） 

円 306,405 331,192  24,787 

繁殖牛１日１頭当たり飼料費 円 251 226  ▲25 
平 均 分 娩 間 隔 月 12.6 12.5  ▲0.1 
雌 子 牛 日 齢 体 重 kg 0.91 0.96  0.05 
雄 子 牛 日 齢 体 重 kg 1.06 1.01  ▲0.05 
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（３）和牛肥育経営 

和牛肥育経営では、前掲の表－4 のとおり、肥育牛 1 頭当たり所得が前年に比べ

51 千円増加した。その要因は、表－7 に示したように、販売肥育牛素牛費が 111
千円低下し、また増体が良好であったことから、枝肉重量が去勢牛平均で 486kg
と大きかったことによる。 

今後改善すべき課題は、去勢牛 1 日当たり増体重と枝肉格付 4 等級以上率が指標

値以下となっている経営が 5 戸（50％）見られるので、全体を底上げするために、

肥育ステージに合わせた適切な飼料給与を実践することである。 

 
表－7 和牛肥育経営における継続指導事例の分析数値     （集計戸数：10 戸） 

区分 単位 平成 21 年 平成 22 年 増減 
枝肉 1 k g 当たり販売価格 kg 2,136 2,141  5 
販 売 肥 育 牛 素 牛 費 円 528,155 417,246  ▲110,909 
枝 肉 1 k g 当 た り 総 原 価 
（ 自 家 労 賃 控 除 ） 

円 2,108 1,904  ▲204 

肥育牛１日１頭当たり飼料費 円 542 521  ▲21 
去 勢 牛 平 均 枝 肉 重 量 kg 479 486  7 
去 勢 牛 １ 日 当 た り 増 体 重 kg 0.78 0.79  0.01 
枝 肉 格 付 ４ 等 級 以 上 率 ％ 71.0 74.4  3.4 
 
 
（４）交雑種肥育経営 

交雑種肥育経営では、前掲の表－4 のとおり、肥育牛 1 頭当たり所得が前年に比

べ 36 千円増加した。その要因は、表－8 に示したように、販売肥育牛素牛費が 29
千円低下し、さらに肥育牛 1 日 1 頭当たり飼料費が 28 円低下したことに加え、去

勢牛平均枝肉重量が 10kg 増加したことによる。 

今後改善すべき課題は、枝肉格付 3等級以上率を指標値の 50％以上とするため、

飼料給与体系を見直すことである。 

 
表－8 交雑種肥育経営における継続指導事例の分析数値     （集計戸数：3 戸） 

区分 単位 平成 21 年 平成 22 年 増減 
枝肉 1 k g 当たり販売価格 kg 1,141 1,179  38 
販 売 肥 育 牛 素 牛 費 円 146,058 117,099  ▲28,959 
枝 肉 1 k g 当 た り 総 原 価 
（ 自 家 労 賃 控 除 ） 

円 969 979  10 

肥育牛１日１頭当たり飼料費 円 468 440  ▲28 
去 勢 牛 平 均 枝 肉 重 量 kg 459 469  10 
去 勢 牛 １ 日 当 た り 増 体 重 kg 0.97 1.01  0.04 
枝 肉 格 付 ３ 等 級 以 上 率 ％ 43.6 40.4  ▲3.2 
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（５）養豚経営 

養豚経営では、前掲の表－4 のとおり、種豚 1 頭当たり所得が前年に比べ約 39
千円増加した。その要因は、表－9 に示したように年間換算離乳子豚頭数が 0.1 頭

減少したものの、肉豚事故率が 0.6％低減したこと等により枝肉 1kg 当り総原価が

7 円下がったことに加え、枝肉 1kg 当り販売単価が 11 円上昇したことによる。 

今後改善すべき課題は、肉豚事故率を指標値の 3％以下、1 日当り増体量を 670g
以上、枝肉上物率を 60％以上にするため、畜舎内換気の改善等衛生対策の徹底や

厚脂を防止するための飼料給与内容の改善及び種雄豚の更新を行うことである。 
 
表－9 養豚経営における継続指導事例の分析数値        （集計戸数：5 戸） 

区   分 単位 平成 21 年 平成 22 年 増  減 
枝肉 1kg 当たり販売価格 円 430 441  11 
枝肉 1 k g 当たり総原価 
（ 自 家 労 働 費 控 除 ） 

円 429 422  ▲7 

年 間 換 算 離 乳 子 豚 頭 数 頭 23.3 23.2  ▲0.1 
肉 豚 事 故 率 ％ 5.0 4.4  ▲0.6 
1 日 当 り 増 体 量 g 668 650  ▲18 
枝 肉 上 物 率 ％ 50.4 44.7  ▲5.7 

 
 

５ 緊急課題対応型指導経営体の生産性向上に向けた取り組み内容 

緊急課題対応型指導を実施した 9 戸の畜産経営体が実践している生産性向上を図

るための取り組み内容を調査し、次のとおり畜種別に整理した。 

 
（１）酪農経営 

表－10 生産性向上を図るために実践している取り組み内容（その 1） 
目   的 取り組み内容 効   果 

飼槽は表面の滑らかな石製

のものを設置 
飼槽が平らであり、楽に掃除ができる

ことから、給与飼料の腐敗を防止でき、

さらに飼槽が冷たいことから特に、夏季

の採食量が増加した。 
古くなった牛床マットを再

利用して、牛舎の通路に設置

牛の繋ぎ替え、導入・出荷時に受胎確

認牛・乾乳牛等を移動する際に、牛が足

を滑らせる危険性が減り事故がなくな

った。 

快適な飼養

環境の整備 

成牛舎に隣接した屋外にパ

ドックを設置して長期未受胎

牛、体調不良牛、疾病牛を別

管理 

長期未受胎牛の運動により発情が再

帰し発情発見も容易となった。また、体

調不良牛、疾病牛の体調回復が図られ、

病傷による治療は経産牛 50 頭規模で年

間 15 件と少なくなった。 
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表－11 生産性向上を図るために実践している取り組み内容（その 2） 
目   的 取り組み内容 効   果 

牛群検定を長期間、継続実

施し、検定データを活用して

低能力牛を更新 

牛群の産乳能力が斉一化したことか

ら飼養管理が容易となり、経産牛 1 頭当

たり乳量が 10,187kg に向上した。 
毎年、日本ホルスタイン登

録協会の体型審査を受検し、

母牛の能力・体型を補完でき

る種雄牛の精液を授精 

後継牛の能力・体型（特に乳房の付着）

が向上するとともに、経産牛 32 頭中 31
頭が自家産牛となった。 

高能力牛の

選抜 

毎月の個体別乳量、乳成分

を測定し、飼養管理に活用 
牛ごとの乳量、乳成分を把握すること

により、高能力牛に必要な飼料を適切に

給与でき、産乳能力を発揮させることが

できた。 
朝、昼、晩の牛舎内作業前

に、牛が横臥している状態で、

体調や発情を観察 

牛の疾病・事故の発生や発情の見逃し

を防止でき、分娩後の平均初回授精日数

を 85 日に短縮できた。 
分娩後 30 日前後で初回発

情を確認後、全ての牛の発情

情報を牛舎に掲示した繁殖カ

レンダーに記録し管理 

2 回目の発情日を予測して、授精適期

に人工授精を確実に実施でき、分娩間隔

が 13.6 か月に短縮された。 分娩間隔の

短縮 
分娩後 60 日を経過しても

発情が明瞭でない牛は直ちに

獣医師の診療を受け、人工授

精した牛は 40 日で獣医師に

受胎確認を依頼 

生殖器疾患牛を早期治療でき、長期空

胎を防止することにより、繁殖管理の効

率化が図られ、分娩間隔の短縮（13.6
か月）につながった。 

換気扇 14 台（インバーター

付）を設置し、夏季は 24 時間

送風を実施（経産牛 50 頭規

模） 

6～10月の搾乳牛1日1頭当たり乳量

がそれぞれ 26.5kg、29.2kg、28.9kg、
28.4kg、31.5kg で、夏季の大幅な乳量

低下を防止できた。 
牛舎構造は天井を高く設計

し、断熱材としてガルバニウ

ム鋼板を使用 

牛舎内の熱の滞留を防止でき、断熱効

果により日中の牛舎内の温度上昇がゆ

るやかとなった。 
牛舎壁面を金網、巻き上げ

カーテン方式とし、寒冷紗を

設置 

巻き上げカーテンのこまめな開閉に

より、朝日、夕日の牛舎内への侵入を防

止でき、併せてカラス、ハトの侵入もな

くなった。 

夏季の暑熱

による被害

の防止 

飲水に利用する給水管を太

いものに交換し、貯水量を増

加させると共に、配管をトー

ナメント方式に変更 

夏季の飲水量が増加する時期に、牛が

一斉に水を飲んでも、繋養場所による給

水量の不足がなくなり、経産牛 1 頭当た

り乳量が 10,187kg に向上した。 
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表－12 生産性向上を図るために実践している取り組み内容（その 3） 
目   的 取り組み内容 効   果 

搾乳作業機としてミルカー

を自動で運搬するキャリロボ

を導入し、搾乳労働の軽減と

作業時間を短縮 

ミルカー運搬労力が軽減されると共

に、自動離脱装置の利用により搾乳時間

が導入前の 2 人で 3 時間から 1 人で 1.5
時間に短縮された。 労働生産性

の向上 飼料混合機を導入し、TMR
飼料を調製して給与 

飼料給与に要する時間が導入前の 2
人で 40 分から 1 人で 40 分に短縮され、

さらに飼料の給与ロスがなくなり採食

量が増加した。 
牛ごとの泌乳量を毎月把握

し、必要な養分量となるよう

飼料を計量して給与 

飼料の過不足や給与ロスが減り、乳飼

比（経産牛当たり）を 56.3％から 50.4％
に低減できた。 

飼料費の節

減 
とうふ粕、廃棄される果樹

（リンゴ、ナシ等）を無償で

収集し、TMR 飼料に混合して

給与 

未利用資源を TMR 飼料に混合して

利用することにより、購入飼料費を節減

できた。 

体細胞数の多い牛の乳汁は

乾乳前に薬剤感受性検査を行

い、乾乳期に入るとすぐに効

果の見られた薬剤で治療 

乾乳前に 98 万個（7 頭平均）であっ

た体細胞数が分娩後には 9 万個に低減

できた。 

パイプラインミルカーのラ

イナーを 2 か月に 1 回交換 
年間平均体細胞数を 27 万個から 20

万個に低減できた。 
乳房炎の防

除 
搾乳時の前搾りを徹底し、

プレディッピング、ポストデ

ィッピングはノンリターン型

のディッパーで確実に乳頭消

毒を実施 

乳房炎の新規感染が減少し、体細胞数

を 20 万個台に低減できたことから、乳

質格差金の年間支払額を 85 万円から

18 万円に減らすことができた。 

生産子牛の

発育向上 

自家育成牛は全頭、公共育

成牧場等に預託して飼育 
放牧することにより、十分な粗飼料が

給与され、初産分娩後の高乳量を維持で

きる体作りができた。 
飼料用トウモロコシを 3ha

栽培し、スチールサイロ、バ

ンカーサイロ等で良質サイレ

ージに調製 

約 7 か月間、トウモロコシサイレージ

の給与が可能となり、乳飼比（経産牛当

たり）を 39.7％に低減することができ

た。 自給粗飼料

の確保 4 戸の酪農家で新たに草地

生産組合を設立し、トラクタ

ー、ロールベーラー等の一連

の作業機を導入 

４戸で構成する草地生産組合で作業

機を導入することにより、補助事業を活

用でき、機械導入に要する初期費用の負

担が軽減できた。 
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（２）肉用牛経営 

表－13 生産性向上を図るために実践している取り組み内容（その 1） 

目   的 取り組み内容 効   果 
 家畜人工授精師の資格を取

得し、常時人工授精を実施で

きる体制を整備 

 適期に授精することで、平均分娩間隔

が 11.6 か月となり、1 年 1 産を達成し

た。 

 繁殖牛の牛房の屋外にパド

ックを設置し、十分に歩き回

れるスペースを確保 

 発情行動の観察が容易になったこと

で、適期に授精できるようになった。 
 併せて、体調把握と早期の疾病発見が

可能となった。 

分娩間隔の

短縮 

繁殖牛の観察回数・観察時

間の増加 
 発情の見落としが少なくなり、適期に

授精できるようになったことで、授精回

数が 1.7 回から 1.6 回になり、分娩間隔

が 12.4 か月から 12.1 か月に短縮した。

肢蹄の事故

防止 

 削蹄師免許を取得し、繁殖

牛は年１回程度、子牛は出荷

前に削蹄を実施 

 自分で削蹄することにより、削蹄料を

節減できるとともに、蹄病の予防及び牛

の体型維持につながった。 
 肥育牛の鼻輪を導入年ごと

に色分けして管理 
 個体識別が楽になったことから、肥育

ステージごとの給与体系の設定など飼

養管理が容易となった。 
飼槽を牛房ごとに区切ら

ず、ローダーで給餌作業を実

施 

 給餌作業の効率化で労働時間が短縮

された。 

 素牛導入後 3 か月まで嗜好

性の高い TMR を給与 
 肥育前期に粗飼料を確実に摂取させ

ることで、以降の濃厚飼料多給期間に備

えた腹づくりができた。 

肥育管理技

術の向上 

 月齢や体重を考慮した牛群

構成 
 発育に応じた管理が可能となり、個体

間のばらつきを防止できた。 
 32.4ha の草地を 2 戸共同で

管理し、作業機を共同で使用

し粗飼料を収集 

 作業機の維持コストを低減すること

により、牧乾草を 1kg 当たり生産費で

23.2 円と購入乾草の半額程度で確保で

きた。 
粗飼料自給率は約 90％となってい

る。 粗飼料の確

保  集落内や周辺地域の畜産農

家や耕種農家と連携し、粗飼

料を収集 

 集落内の農家で組織した有限会社が

収集した稲わらを安価で購入し、また隣

接する集落の転作集団が栽培したシロ

ビエを無償で利用することにより、粗飼

料全体の 76.0％を 12.3 円という低コス

トで調達している。 

ー 10 ー



表－14 生産性向上を図るために実践している取り組み内容（その 2） 

目   的 取り組み内容 効   果 

暑熱対策 

 牛舎壁面に遮光ネットを設

置し、牛舎内を換気扇と扇風

機で強制通風 

 外気温より牛舎内の温度が 5℃ほど

下がり、夏季の暑熱による事故を防止で

きた。 

販売収入の 

増加対策 

 子牛市場では販売額が安価

となる雌子牛を自家肥育して

出荷 

 肥育牛として販売することにより、子

牛で販売した場合に比べ、1 頭当たり所

得が 139 千円増加した。 

衛生環境の

向上 

 給餌後に飼槽を清掃するこ

とで、清潔な状態を維持 

 食べ残し飼料の変敗を防ぎ、疾病の発

生を予防できた。 

防疫の強化 
 外部導入牛を在房牛と別の

牛舎で一定期間隔離して飼育

 外部導入牛に対し検疫期間を設ける

ことで、感染症の侵入を防止できた。 

 

 

（３）養豚経営 

表－15 生産性向上を図るために実践している取り組み内容（その 1） 

目   的 取り組み内容 効   果 

ウインドウレス離乳舎の導

入 

全自動システムで理想的な舎内温度

と湿度及び換気が可能となり、子豚事故

率が 10％から 3.1％に低減した。 

簡易離乳子豚施設の導入＋

子豚舎・肥育舎の増改築 

衛生的な環境の施設で飼育すること

により、疾病が減少し、肉豚事故率が

19.2％から 5.8％に低減した。 

快適な飼養

環境の整備 

オールアウト後の豚房は水

洗、消毒、乾燥を確実に実施

衛生的な環境で、健康的に肥育豚を飼

育することにより、肉豚事故率が 8.7％

から 5.5％に低減した。 
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表－16 生産性向上を図るために実践している取り組み内容（その 2） 

目   的 取り組み内容 効   果 

夏季の種豚舎はドリップク

ーリングシステムにより暑熱

対策を実施 

繁殖豚の離乳から受胎までの日数が

7.4 日に短縮した。 

出荷用トラックの荷台天井

に暑熱対策の散水システムを

整備 

豚の体温上昇を抑えることにより、出

荷時の事故を防止できた。 

夏季は飼料タンクを遮光カ

バーで被覆 
変敗による飼料の廃棄が無くなった。

冬季は分娩柵にコルツヒー

ターと温水床暖房を設置 
離乳時育成率が 85.3％から 91.6％に

向上した。 

季節に応じ

た飼養管理

技術の確立 

冬季の肥育豚舎の窓際に手

作りの折りたたみ式簡易天井

を設置 

1 日当たり増体量が 636g から 655g
に増加した。 

雄豚の豚房に、種付に使用

した日を確認できるカードを

掲示 

雄豚を計画的に使用することにより

受胎率が向上し、分娩間隔を 152.6 日か

ら 149.1 日に短縮できた。 

分娩間隔の

短縮 

飼料添加剤の活用 種雄豚にニンニク粉末が入った添加

剤を給与して精力減退を防止すること

で、受胎率が向上し、分娩間隔を 155.4
日から 151.7 日に短縮できた。 

地域の養豚農家全員が豚舎

への入口に「無断立入禁止」

看板を設置 

地域全体の防疫体制が確保され、オー

エスキー、豚繁殖・呼吸障害症候群

（PRRS）の豚舎への侵入を防止でき

た。 
地域防疫体

制の確立 
定期的な勉強会の開催 防疫に対する意識を共有するととも

に、後継者や若手従業員の育成・スキル

アップにつながった。 

生産コスト

の低減 

せんべいや餅の製造時に発

生する食品残さを肉豚用飼料

に混合して給与 

配合飼料を食品残さで代替すること

により、肉豚用飼料の 1kg 当り単価が

前年より 5.4 円低減した。 
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荒 井 紫 織 公益社団法人新潟県畜産協会  技 師

 

 

２ 非常勤 

担当部門 氏 名 所               属 資
格 職 名

高 橋 一 裕 新潟県農林水産部経営普及課  副 参 事

阿 部 浩 一 新潟県農林水産部経営普及課  副 参 事経 営 

牛腸奈緒子 新潟県農業総合研究所基盤研究部  専門研究員

飼養管理 
（全般） 宮 腰 雄 一 新潟県農林水産部経営普及課 ＊ 主 査

中 川  浩 新潟県農業総合研究所畜産研究センター繁殖工学科  主任研究員
飼養管理 
（酪農・肉用牛） 

篠 川  温 新潟県農業総合研究所畜産研究センター繁殖工学科  主任研究員
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担 当 部 門 氏 名 所               属 資
格 職 名

関 誠 新潟県農業総合研究所畜産研究センター酪農肉牛科  専門研究員

島 津 是 之 新潟県農業総合研究所畜産研究センター酪農肉牛科 ＊ 専門研究員

水 落 栄 一 新潟県妙法育成牧場 ＊ 場 長 代 理

新井田 治 新潟県農業共済組合連合会事業部家畜課  考 査 役

飼 養 管 理 
（ 酪 農 ） 

川 上 政 之 東日本くみあい飼料株式会社新潟営業所営業課  調 査 役

高 橋 英 太 新潟県農業総合研究所畜産研究センター酪農肉牛科 ＊ 主任研究員

佐 藤 昭 仁 新潟県農業共済組合連合会事業部家畜課  副 考 査 役
飼 養 管 理 
（肉用牛） 

柳 澤 公 二 東日本くみあい飼料株式会社新潟営業所営業課  主 査

大久保剛揮 新潟県農業総合研究所畜産研究センター生産・環境科 ＊ 主任研究員

藤 井  崇 新潟県農業総合研究所畜産研究センター生産・環境科 ＊ 研 究 員
飼 養 管 理 
（ 養 豚 ） 

田 中 淳 一 東日本くみあい飼料株式会社新潟営業所営業課  副 審 査 役

仲山美樹子 新潟県中央家畜保健衛生所企画指導課  副 参 事

福 留 信 司 新潟県中央家畜保健衛生所佐渡支所  主 任

後 藤 靖 行 新潟県下越家畜保健衛生所企画指導課  主 査

須 貝 寛 子 新潟県中越家畜保健衛生所企画指導課  主 任

家畜衛生管理 

雨 宮 章 子 新潟県上越家畜保健衛生所企画指導課  主 任

岡 島  毅 新潟大学農学部  准 教 授

飼 料 作 物 
小 橋 有 里 新潟県農業総合研究所畜産研究センター生産・環境科  主任研究員

豊 田 直 彦 日本政策金融公庫新潟支店農林水産事業農業食品課  職 員

若 井 謙 治 新潟県農業協同組合中央会農業対策部 ◎ 職 員

高 橋 直 之 新潟県農業協同組合中央会農業対策部  職 員

安 藤  佑 新潟県信用農業協同組合連合会審査部  職 員

朝 妻 公 大 新潟県信用農業協同組合連合会融資部  職 員

会計・経理 

若 月 淳 一 新潟県信用農業協同組合連合会農業部  職 員

（注）非常勤の資格の＊印は畜産環境アドバイザー、◎印は JA 全国専門畜産経営診断士を示す。 
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6

3
6
1
,2

0
0

円
4
5
0
,6

7
1

3
4
2
,0

6
7

4
5
0
,6

7
1

4
2
0
,2

9
2

3
4
2
,0

6
7

経
　

　
　

　
　

営
　

　
　

　
　

体
　

　
　

　
　

番
　

　
　

　
　

号

診
　

　
　

　
　

断
　

　
　

　
　

期
　

　
　

　
　

間
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1

区
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
分

指
標

値
最

大
値

最
小

値

2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

1
.3

0

技 　 　 術 　 　 管 　 　 理 　 　 成 　 　 績

規 　 模

繁
殖

牛
飼

養
規

模

繁
殖

牛
１

頭
当

た
り

飼
料

畑
面

積

繁
殖

牛
１

頭
当

た
り

年
間

労
働

力

繁 　 殖

平
均

産
次

（
供

用
産

次
）

平
均

分
娩

間
隔

受
胎

に
要

す
る

種
付

回
数

E
T

含
年

間
子

牛
生

産
頭

数

子 　 牛 　 育 　 成

E
T

含
年

間
子

牛
販

売
頭

数

雌 子 牛

販
売

時
日

齢

販
売

時
体

重

日
齢

体
重

雄 子 牛

販
売

時
日

齢

販
売

時
体

重

日
齢

体
重

子
牛

事
故

率

販 　 売

雌
子

牛
販

売
価

格

雄
子

牛
販

売
価

格

平
均
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２
　

経
営

数
値

1
2

3

濃
厚

飼
料

kg
1
.5

1
.2

0
.9

0
.9

1
.2

1
.0

粗
飼

料
kg

7
.7

7
.9

7
.1

7
.1

7
.4

7
.9

計
kg

9
.2

8
.9

8
.0

8
.0

8
.6

8
.9

4
8

1
6

5
2

8
3

2
4

8
1

6
5

2
円

り
た

当
日

１

0
6

1,
7

6
0

4
4,

3
9

0
7

8,
6

8
0

6
1,

7
6

0
4

4,
3

9
円

間
年 濃

厚
飼

料
kg

2
.0

3
.2

2
.9

3
.2

2
.9

3
.1

粗
飼

料
kg

1
.6

1
.7

0
.8

1
.7

0
.8

1
.5

計
kg

3
.6

4
.9

3
.7

4
.9

3
.7

4
.6 9
1

2
7

3
2

0
0

3
9

1
2

0
0

3
円

り
た

当
日

１

3
7

4,
8

5
0

8
8,

6
5

0
0

0,
2

7
0

8
8,

6
5

0
0

0,
2

7
円

間
年

％
8
8
.0

以
上

9
7
.6

8
7
.4

8
7
.4

8
9
.7

9
7
.6

生
産

原
価

円
3
2
6
,8

3
5

2
7
2
,0

6
0

3
1
6
,1

3
6

2
7
2
,0

6
0

3
2
6
,8

3
5 9

4
1,

4
8

3
3

7
5,

7
9

2
6

5
8,

1
1

3
3

7
5,

7
9

2
9

4
1,

4
8

3
円

価
原

総

8
9

1,
3

4 
▲

3
0

5,
7

4
1

0
2

5,
0

7
1

8
9

1,
3

4 
▲

0
2

5,
0

7
1

円 ％
3
5
.0

以
上

3
9
.8

▲
 1

6
.8

3
4
.3

3
9
.8

▲
 1

6
.8

％
4
.0

以
下

2
.6

0
0
.0

5
0

2
.6

％
1
5
.0

以
下

1
9
.4

1
4
.3

1
7
.6

1
9
.4

1
4
.3

％
5
0
.0

以
上

8
3
.2

5
8
.7

8
3
.2

7
6
.7

5
8
.7

％
1
0
0
.0

以
上

1
,6

3
9
.7

2
1
7
.1

1
,6

3
9
.7

1
1
3
0
.4

2
1
7
.1 4
2

5
5

0
7

8
2

9
4

2
5

8
2

9
円

千

6
1

2
4

6
1

6
5

1
65

1
6

1
2

円
千

経
　

　
　

　
　

営
　

　
　

　
　

体
　

　
　

　
　

番
　

　
　

　
　

号

技 　 術 　 管 　 理 　 成 　 績

飼 　 料 　 給 　 与

繁 殖 牛 １ 頭 当 た り

１
日

当
た

り
給

与
量

飼
料

費

区
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
分

指
標

値
最

大
値

最
小

値

経 　 営 　 管 　 理 　 成 　 績

原 価
自

家
労

賃
控

除
後

所 得

繁
殖

牛
１

頭
当

た
り

所
得

所
得

率

子 牛 １ 頭 当 た り

１
日

当
た

り
給

与
量

飼
料

費

粗
飼

料
自

給
率

安 　 　 全 　 　 性

支
払

利
息

対
売

上
高

比
率

減
価

償
却

費
対

売
上

高
比

率

自
己

資
本

比
率

流
動

比
率

繁
殖

牛
１

頭
当

た
り

資
産

額

繁
殖

牛
１

頭
当

た
り

負
債

額



平
成

2
2
年

度
和

牛
肥

育
経

営
の

指
導

実
績

1
　

生
産

技
術

数
値

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

頭
1
2
8
.6

2
8
.4

1
2
8
.6

1
2
4
.6

1
1
5
.6

8
7
.6

6
6
.3

6
3
.5

6
0
.7

5
8
.0

4
5
.8

3
7
.9

2
8
.4

時
間

6
7

2
2
.0

4
8
.0

2
6
.1

3
4
.7

4
3
.2

2
7

2
2

3
5
.9

4
4
.6

4
3
.5

6
7

6
7 8

1
0

2
5

3
7

3
9

2
4

4
9

2
3

4
2

6
5

5
0

7
8

1
0

7
頭 頭

(3
2
) 

5
6

(0
) 

1
2

(1
4
) 

5
6

5
5

(3
2
) 

3
0

(5
) 

3
8

2
9

4
4

(1
) 

2
8

3
7

(2
0
) 

1
5

(8
) 
1
2

1
8

ヵ
月

2
9
.0

以
内

(3
2
.6

) 
3
0
.5

(2
5
.2

) 
2
8
.3

(2
9
.4

) 
3
0

2
8
.3

(3
0
.5

) 
2
9
.5

(2
9
.3

) 
2
9.

6
2
9
.6

3
0
.5

(3
2
.6

) 
2
9
.8

2
9
.4

(2
9
.2

) 
2
9
.5

(2
9
.3

) 
2
9
.3

2
9
.5

日
6
0
0
以

内
(7

0
4
) 

7
6
0

(4
9
1
) 

5
8
7

(6
3
9
) 

6
6
5

7
6
0

(6
7
7
) 

6
9
5

(6
0
9
) 

6
1
5

6
2
3

6
4
9

(6
59

) 
6
0
6

5
9
8

(5
8
5
) 

6
0
7

(7
0
4
) 

5
8
7

6
1
7

kg
7
4
0
以

上
(7

1
3
) 

8
2
5

(5
0
5
) 

7
4
8

(6
7
2
) 

7
5
4

7
6
0

(7
0
8
) 

7
8
1

(7
1
3
) 

8
0
3

7
6
4

7
6
7

(7
0
0
) 

7
4
8

7
8
2

(6
8
5
) 

8
2
5

(6
4
5
) 

7
5
8

8
0
8

kg
4
7
0
以

上
(4

5
2
) 

5
1
2

(3
1
8
) 

4
6
7

(4
1
7
) 

4
6
7

4
7
9

(4
4
8
) 

4
9
4

(4
5
2
) 

5
0
9

4
7
4

4
7
6

(4
4
4
) 

4
7
2

4
9
5

(4
2
5
) 

5
1
2

(4
0
0
) 

4
7
0

5
0
1

kg
0
.7

8
以

上
(0

.7
0
) 

0
.8

8
(0

.5
2
) 

0
.7

3
(0

.6
7
) 

0
.7

3
0
.8

3
(0

.6
8
) 

0
.7

6
(0

.6
9
) 
0
.8

3
0
.7

6
0
.7

3
(0

.6
1
) 

0
.7

3
0
.8

0
(0

.7
0
) 

0
.8

8
(0

.6
6
) 

0
.8

2
0
.8

2

％
7
0
.0

以
上

(8
0
.0

) 
9
4
.7

(0
) 

3
8
.0

(6
4
.0

) 
8
6
.0

3
8
.0

(6
3
.2

) 
6
3
.0

(8
0
.0

) 
9
4
.7

6
5
.5

9
0
.9

(0
) 

6
7
.9

8
1
.1

(5
0
.0

) 
6
6
.7

(5
0
.0

) 
5
0
.0

7
7
.8

％
2
.0

以
下

5
.3

0
0

4
.4

0
2
.3

0
2
.2

0
0

2
.8

0
5
.3

円
1
,1

7
6
,6

4
1

7
6
8
,9

1
6

1
,0

4
7
,2

0
0

7
6
8
,9

1
6

9
6
2
,3

4
8

1
,1

7
6
,6

4
1

9
7
1
,4

5
8

1
,1

2
5
,6

7
2

9
5
6
,1

3
8

1
,0

9
6
,6

6
1

8
8
9
,1

7
5

8
5
6
,4

6
1

1
,1

2
3
,9

1
5

円
2
,3

5
5

1
,6

0
6

2
,2

9
0

1
,6

0
6

2
,0

1
9

2
,3

4
2

2
,0

5
0

2
,3

5
5

2
,0

2
7

2
,2

1
7

1
,9

2
5

1
,9

3
9

2
,2

4
4

kg
8
.1

8
.2

7
.1

7
.3

7
.8

7
.1

7
.8

7
.2

7
.6

7
.8

8
.2

7
.8

7
.5

8
.1

kg
2
.0

3
.9

1
.6

1
.8

2
.1

3
.9

2
.3

2
.0

1
.8

1
.6

2
.1

1
.9

2
.0

2
.3

kg
1
0
.1

1
1
.0

9
.1

9
.1

9
.9

1
1
.0

1
0
.1

9
.2

9
.4

9
.6

1
0
.3

9
.7

9
.5

1
0
.4

kg
1
2
.9

1
5
.5

1
1
.9

1
2
.6

1
1
.9

1
5
.5

1
2
.5

1
2
.1

1
2
.7

1
3
.2

1
2
.9

1
2
.4

1
3
.0

1
2
.7

円
5
9
8

3
8
9

3
8
9

5
2
3

4
2
6

5
7
6

4
9
1

5
0
8

5
2
6

5
9
8

5
8
0

5
2
9

5
8
7

円
7
4
8

5
4
0

5
4
0

6
3
0

6
0
0

7
1
1

6
4
6

6
9
6

7
2
0

7
4
8

7
4
4

7
2
5

7
0
5

2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1

区
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
分

指
標

値
最

大
値

最
小

値
経

　
　

　
　

　
営

　
　

　
　

　
体

　
　

　
　

　
番

　
　

　
　

　
号

診
　

　
　

　
　

断
　

　
　

　
　

期
　

　
　

　
　

間
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1

計

飼
料

要
求

量

去 勢 牛 か こ 内 は 雌 の 成 績

出
荷

頭
数

出
荷

月
齢

肥
育

日
数

出
荷

体
重

枝
肉

重
量

１
日

当
た

り
増

体
重

枝
肉

格
付

４
等

級
以

上
率

事
故

率

販 　 売

販
売

牛
１

頭
当

た
り

枝
肉

1
㎏

当
た

り

飼 　 料 　 給 　 与

肥
育

牛
１

頭
１
日

当
た

り
給

与
量

濃
厚

飼
料

粗
飼

料

飼
料

費
１

日
当

た
り

増
体

1
㎏

当
た

り

技   術   管   理   成   績

規 模

肥
育

牛
飼

養
規

模

肥
育

牛
１

頭
当

た
り

労
働

時
間

肥 　 　 育 　 　 技 　 　 術 　 　 成 　 　 績

期
間

販
売

頭
数



2
　

経
営

管
理

成
績

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

素
牛

費
円

4
9
5
,8

3
3

3
1
6
,5

7
8

3
9
8
,2

2
0

3
1
6
,5

7
8

3
5
7
,1

8
8

4
2
3
,7

3
2

4
1
0
,5

1
4

4
3
7
,3

9
7

4
3
2
,2

6
2

4
5
7
,0

2
5

3
8
5
,2

3
0

3
7
5
,0

5
4

4
9
5
,8

3
3

生
産

原
価

円
6
7
2
,3

5
1

4
5
5
,2

3
7

4
6
3
,2

3
6

5
0
6
,6

5
3

4
5
5
,2

3
7

5
3
3
,2

8
6

4
8
9
,4

2
0

4
9
4
,6

0
5

4
6
9
,1

2
5

5
3
5
,3

4
4

5
6
1
,1

9
0

6
7
2
,3

5
1

6
7
0
,9

1
6

総
原

価
円

7
7
2
,8

3
0

4
8
3
,7

8
9

4
8
6
,3

6
9

4
9
4
,5

9
6

4
8
3
,7

8
9

5
9
4
,4

3
0

5
5
9
,9

2
2

5
9
0
,9

2
8

5
1
5
,3

4
8

6
1
3
,6

3
1

6
2
6
,1

3
5

7
7
2
,8

3
0

6
9
1
,1

1
5

素
牛

費
円

9
9
0

6
6
2

8
7
1

6
6
2

7
7
3

8
4
4

8
6
6

9
1
9

9
1
8

9
2
4

8
3
4

8
4
8

9
9
0

生
産

原
価

円
1
,5

2
2

9
8
5

1
,0

1
3

1
,0

6
0

9
8
5

1
,0

3
2

1
,0

3
3

1
,0

4
0

9
9
3

1
,0

8
2

1
,2

1
4

1
,5

2
2

1
,3

3
9

総
原

価
円

1
,7

4
9

1
,0

3
5

1
,0

6
4

1
,0

3
5

1
,0

4
7

1
,1

5
2

1
,1

8
2

1
,2

4
2

1
,0

9
1

1
,2

4
0

1
,3

5
5

1
,7

4
9

1
,3

7
9

円
2
8
6
,6

1
3

▲
 1

1
2
,9

2
3

2
8
6
,6

1
3

▲
 4

9
,0

5
3

1
8
5
,1

7
3

2
6
8
,2

3
2

8
7
,1

9
0

1
4
0
,9

0
6

1
1
3
,6

1
5

1
2
1
,7

8
4

▲
 4

2
,5

5
0

▲
 1

1
2
,9

2
3

8
5
,0

5
5

円
1
5
6
,0

1
0

▲
 5

9
,5

9
0

1
5
6
,0

1
0

▲
 2

5
,5

9
0

1
0
2
,5

1
8

1
3
1
,6

6
6

3
8
,1

3
7

9
7
,6

3
6

5
4
,2

8
1

7
7
,6

9
0

▲
 3

2
,5

1
6

▲
 5

9
,5

9
0

5
3
,9

0
8

円
4
9
,5

0
2

2
5
,0

4
5

3
8
,2

2
8

2
5
,0

4
5

3
0
,2

6
2

3
2
,0

3
7

3
3
,9

7
8

3
1
,8

1
2

4
9
,5

0
2

3
4
,1

2
9

4
0
,0

8
4

4
2
,4

6
1

3
7
,2

8
7

円
1
1
7
,7

8
2

▲
 1

0
2
,0

5
1

1
1
7
,7

8
2

▲
 5

0
,6

3
5

7
2
,2

5
6

9
9
,6

2
9

4
,1

5
9

6
5
,8

2
4

4
,7

7
9

4
3
,5

6
1

▲
 7

2
,6

0
0

▲
 1

0
2
,0

5
1

1
6
,6

2
1

％
1
0
.0

以
上

2
7
.4

▲
 1

3
.2

2
7
.4

▲
 6

.6
1
9
.7

2
2
.6

9
.0

1
2
.5

1
1
.8

1
1
.0

▲
 4

.8
▲

 1
3
.2

7
.6

％
2
.0

以
下

6
.1

0
1
.2

0
3
.3

0
.1

5
.2

3
.8

2
.0

2
.2

3
.9

6
.1

0

％
5
.0

以
下

1
1
.1

1
.3

4
.3

5
.1

3
.5

2
.0

3
.1

2
.1

3
.0

3
.6

1
.3

1
1
.1

3
.2

％
5
0
.0

以
上

9
8
.3

▲
 1

9
.4

5
4
.5

9
5
.2

1
5
.6

6
9
.6

▲
 1

3
.6

▲
 1

9
.4

4
2
.7

3
6
.4

4
.8

2
4
.0

9
8
.3

％
2
0
0
.0

以
上

6
,3

4
4
.5

1
0
1
.8

7
8
5
.3

2
,3

5
4
.6

1
3
0
.6

6
,3

4
4
.5

1
8
8
.9

1
3
1
.9

3
1
2
.4

1
4
4
.8

1
0
1
.8

1
2
1
.4

5
,4

2
2
.8

千
円

1
,1

2
9

6
5
9

6
6
3

8
3
9

6
5
9

1
,1

2
9

6
7
5

7
9
1

7
9
1

8
1
3

7
0
7

9
5
1

9
9
8

千
円

9
4
6

1
7

3
0
2

4
0

5
5
6

3
4
3

7
6
0

9
4
6

4
5
4

5
1
7

6
7
0

7
2
3

1
7

指
標

値
最

大
値

区
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
分

最
小

値
経

　
　

　
　

　
営

　
　

　
　

　
体

　
　

　
　

　
番

　
　

　
　

　
号

経 　 　 　 営 　 　 　 管 　 　 　 理 　 　 　 成 　 　 　 績

原 　 　 　 価

販
売

牛
1
頭

当
た

り

販
売

牛
枝

肉
1
㎏

当
た

り

所 　 得

出
荷

牛
1

頭
当

た
り

所
得

肥
育

牛
１

頭
当

た
り

所
得

肥
育

牛
１

頭
当

た
り

補
て

ん
金

受
領

額
肥

育
牛

１
頭

当
た

り
補

て
ん

金
控

除
所

得

所
得

率

安 　 　 全 　 　 性

支
払

利
息

対
売

上
高

比
率

減
価

償
却

費
対

売
上

高
比

率

自
己

資
本

比
率

流
動

比
率

肥
育

牛
１

頭
当

た
り

資
産

額

肥
育

牛
１

頭
当

た
り

負
債

額
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平
成

2
2
年

度
交

雑
種

肥
育

経
営

の
指

導
実

績

1
　

生
産

技
術

数
値

1
2

3

頭
1
7
8
.9

4
0
.9

1
7
8
.9

4
5
.5

4
0
.9

時
間

5
8
.7

1
6
.1

1
6
.1

5
6

5
8
.7

頭
7
8

1
5

7
8

1
7

1
5

月
2
4
.0

以
内

2
5
.3

2
4
.0

2
4
.8

2
5
.3

2
4
.0

日
7
1
0
日

以
内

7
4
0

6
9
7

7
0
6

7
4
0

6
9
7

kg
7
7
0
以

上
7
8
4

7
7
7

7
7
7

7
8
4

7
8
3

kg
4
6
0
以

上
4
7
1

4
6
6

4
6
6

4
7
1

4
7
0

kg
1
.0

0
以

上
1
.0

2
0
.9

9
1
.0

2
0
.9

9
1
.0

2

％
5
0
.0

以
上

4
7
.1

3
4
.0

3
4
.0

4
7
.1

4
0
.0

％
3
.0

以
下

8
.1

4
.0

8
.1

5
.6

4
.0

円
5
7
5
,6

1
5

5
3
4
,5

0
8

5
4
8
,7

7
6

5
7
5
,6

1
5

5
3
4
,5

0
8

円
1
,2

2
3

1
,1

3
7

1
,1

7
7

1
,2

2
3

1
,1

3
7

kg
7
.7

9
7
.1

7
.5

7
.1

9
.0

kg
1
.6

1
.7

1
.0

1
.7

1
.7

1
.0

kg
9
.3

1
0

8
.8

9
.2

8
.8

1
0
.0

kg
9
.3

9
.8

8
.9

9
.0

8
.9

9
.8

円
5
2
0

3
6
0

3
6
0

4
4
1

5
2
0

円
5
1
0

3
5
3

3
5
3

4
4
1

5
1
0

経
　

　
　

　
　

営
　

　
　

　
　

体
　

　
　

　
　

番
　

　
　

　
　

号

診
　

　
　

　
　

断
　

　
　

　
　

期
　

　
　

　
　

間
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1

区
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
分

指
標

値
最

大
値

最
小

値

2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1
2
2
.1

.1
～

2
2
.1

2
.3

1

技 　 　 術 　 　 管 　 　 理 　 　 成 　 　 績

規 模

肥
育

牛
飼

養
規

模

肥
育

牛
１

頭
当

た
り

労
働

時
間

肥 　 育 　 技 　 術 　 成 　 績

交 　 雑 　 種 　 肥 　 育

出
荷

頭
数

出
荷

月
齢

飼
料

要
求

量

飼
料

費

肥
育

日
数

出
荷

体
重

枝
肉

重
量

１
日

当
た

り
増

体
重

枝
肉

格
付

３
等

級
以

上
率

事
故

率

販 売

販
売

牛
１

頭
当

た
り

価
格

枝
肉

1
㎏

当
た

り
価

格

飼 　 料 　 給 　 与

肥
育

牛
１

頭
１

日
当

た
り

給
与

量

濃
厚

飼
料

粗
飼

料

計

１
頭

１
日

当
た

り

増
体

1
㎏

当
た

り
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２
　
経
営
数
値

1
2

3

3
8

4,
2

5
1

9
2

6,
5

9
4

8
1,

3
0

1
9

2
6,

5
9

3
8

4,
2

5
1

円
費

牛
素

0
0

6,
2

1
4

9
3

4,
0

1
6

8
0

1,
9

7
3

8
0

1,
9

7
3

9
3

4,
0

1
6

円
価

原
産

生

9
0

1,
7

3
4

4
8

0,
8

7
5

2
2

5,
2

6
3

2
2

5,
2

6
3

4
8

0,
8

7
5

円
価

原
総

4
2

3
3

0
2

1
2

2
3

0
2

4
2

3
円

費
牛

素

8
7

8
7

9
2,

1
4

1
8

4
1

8
7

9
2,

1
円

価
原

産
生

1
3

9
9

2
2,

1
8

7
7

8
7

7
9

2
2,

1
円

価
原

総

7
1

5,
8

3 
▲

8
2

8,
4

6
7

5
9,

9
1

1
7

1
5,

8
3 

▲
7

5
9,

9
1

1
円

4
2

0,
4

5
4

5
0,

3
2

1
3

1,
2

6
4

5
0,

3
2

1
3

1,
2

6
円

3
6

6,
7

3
3

7
5,

6
4

6
3

4,
9

2
6

3
4,

9
2

3
7

5,
6

4
円

1
6

3,
6

1
9

1
5,

3
2 

▲
5

9
6,

2
3

9
1

5,
3

2 
▲

5
9

6,
2

3
円 ％

1
0
.0
以

上
2
1
.2

8
.6

2
1
.2

8
.6

1
3
.3

％
7
.0
以

下
5
.1

4
.9

5
.1

5
.1

4
.9

％
5
0
.0
以

上
6
7
.1

3
5
.9

5
2
.0

6
7
.1

3
5
.9

％
2
0
0
.0
以

上
7
8
1
.7

2
0
1
.5

2
0
1
.5

7
5
2
.6

7
8
1
.7 4
9

7
1

2
4

1
9

3
1

9
3

4
9

7
円

千

6
5

4
4

5
1

7
81

4
5

1
6

5
4

円
千

最
大

値
最

小
値

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

指
標

値
経

　
　
　
　
　
営

　
　
　
　
　
体

　
　
　
　
　
番

　
　
　
　
　
号

経 　 　 営 　 　 管 　 　 理 　 　 成 　 　 績

原 　 　 価

販
売

牛
1
頭

当
た

り

販
売

牛
枝

肉
1
㎏

当
た
り

所 　 　 得

出
荷

牛
1
頭

当
た

り
所

得

肥
育

牛
１

頭
当

た
り

所
得

肥
育

牛
１

頭
当

た
り

補
て

ん
金

受
領

額
肥

育
牛

１
頭

当
た

り
補

て
ん

金
控

除
所

得

所
得

率

安 　 　 全 　 　 性

支
払

利
息

対
売

上
高

比
率

減
価

償
却

費
対

売
上

高
比

率

自
己

資
本

比
率

流
動

比
率

肥
育

牛
１

頭
当

た
り

資
産

額

肥
育

牛
１

頭
当

た
り

負
債

額

1
.3



平
成

2
2
年

度
 養

豚
経

営
の

指
導

実
績

1
  

繁
殖

部
門

指
標

値
最

大
値

最
小

値
1

2
3

4
5

6

2
1
.6

.1
～

2
2
.5

.3
1

2
2
.1

.1
～

1
2
.3

1
2
2
.1

.1
～

1
2
.3

1
2
2
.1

.1
～

1
2
.3

1
2
2
.1

.1
～

1
2
.3

1
2
2
.1

.1
～

1
2
.3

1

頭
2
5
6
.1

4
3
.9

2
5
6
.1

1
9
5
.7

1
4
3
.3

1
0
4
.6

4
8
.0

4
3
.9

頭
1
9
.8

2
.4

1
9
.8

9
.4

5
.2

9
.5

2
.9

2
.4

頭
2
7
.6

1
1
.0

1
2
.9

2
0
.8

2
7
.6

1
1

1
6
.6

1
8
.3

％
6
0
.5

3
4
.4

3
8
.7

3
8
.8

4
9
.5

3
4
.4

6
0
.5

4
3
.3

産
4
.9

3
.0

4
.2

4
.3

3
.0

4
.8

4
.9

4
.4

1
腹

当
り

分
娩

頭
数

頭
1
1
.5

以
上

1
3
.0

1
0
.8

1
0
.8

1
3
.0

1
1
.0

1
2
.1

1
0
.8

1
1
.9

〃
死

産
頭

数
頭

1
.7

0
.3

1
.2

1
.7

0
.3

0
.8

0
.7

1
.0

〃
哺

乳
開

始
頭

数
頭

1
0
.9

以
上

1
1
.3

9
.6

9
.6

1
1
.3

1
0
.7

1
1
.3

1
0
.1

1
0
.9

流
産

・
早

産
等

発
生

率
％

3
.6

0
0
.0

0
1
.7

5
0
.4

3
0
.8

8
0
.3

8
3
.6

0
0
.0

0

1
腹

当
り

離
乳

頭
数

頭
9
.5

以
上

1
0
.2

8
.8

8
.8

1
0
.1

9
.8

1
0
.2

9
.1

9
.8

平
均

哺
乳

日
数

日
2
4

2
7
.7

2
1
.9

2
2
.7

2
7
.7

2
1
.9

2
4
.0

2
5
.0

2
7
.2

子
豚

1
頭

当
り

離
乳

時
体

重
kg

6
以

上
6
.0

5
.0

6
.0

6
.0

5
.0

6
.0

6
.0

6
.0

離
乳

時
育

成
率

％
9
0
以

上
9
1
.7

8
9
.4

9
1
.7

8
9
.4

9
1
.6

9
0
.3

9
0
.1

8
9
.9

離
乳

～
受

胎
平

均
日

数
日

1
2
以

内
2
7
.7

6
.8

6
.8

7
.4

1
5
.8

1
0
.0

2
7
.7

1
2
.6

分
娩

間
隔

日
1
5
0
以

内
1
6
6
.7

1
4
3
.5

1
4
3
.5

1
4
9
.1

1
5
1
.7

1
4
8
.0

1
6
6
.7

1
5
3
.8

年
間

回
転

回
2
.4

3
以

上
2
.5

4
2
.1

9
2
.5

4
2
.4

5
2
.4

1
2
.4

7
2
.1

9
2
.3

7

年
間

換
算

離
乳

子
豚

頭
数

頭
2
3
以

上
2
5
.2

1
9
.9

2
2
.4

2
4
.7

2
3
.6

2
5
.2

1
9
.9

2
3
.2

飼 料
種

豚
1

頭
当

り
年

間
換

算
給

与
量

kg
1
,0

5
0

1
,2

7
2

9
1
3

9
1
3

1
,2

5
2

1
,2

7
2

1
,2

1
1

1
,1

4
2

1
,0

7
3

分
4
.5

5
.6

2
.3

-
-

2
.3

4
.0

4
.3

5
.6

分
0
.5

0
.5

0
.3

-
-

0
.3

0
.3

0
.4

0
.5

時
2
.2

2
.7

1
.4

-
-

1
.4

1
.9

2
.5

2
.7

労 働

種
豚

（
♀

）
1

日
1

頭
当

り
労

働
時

間

区
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

分

診
　

　
　

断
　

　
　

期
　

　
　

間

規 模

規 模

　
種

　
　

  
  

  
  

　
　

豚
　

　
　

（
♀

）

 　
　

  
  

　
〃

  
  

  
  

  
  

  
 （

♂
）

肥
育

豚
1

日
1

頭
当

り
労

働
時

間

出
荷

豚
1

頭
当

り
労

働
時

間

技 術 管 理 成 績

繁 殖 部 門

種
雄

豚
1

頭
当

り
種

雌
豚

頭
数

種
豚

（
♀

）
更

新
率

種
豚

（
♀

）
平

均
産

歴

分 娩 離 乳 分 娩 間 隔
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2
  

肥
育

部
門

並
び

に
経

営
管

理
部

門

区
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

分
単 位

指
標

値
最

大
値

最
小

値
1

2
3

4
5

6

頭
2
,4

6
4
.4

4
1
9
.9

2
,4

6
4
.4

2
,0

6
8
.8

1
,2

1
1
.7

1
0
9
9
.2

4
7
2
.2

4
1
9
.9

頭
2
3
.0

2
5
.0

2
0
.1

2
0
.1

2
1
.6

2
1
.3

2
5
.0

2
0
.6

2
3
.3

kg
6
以

上
6
.0

5
.0

6
.0

6
.0

5
.0

6
.0

6
.0

6
.0

kg
1
1
5

1
1
8
.3

1
0
7
.6

1
1
8
.3

1
1
5
.7

1
1
0
.8

1
1
5
.7

1
0
7
.6

1
1
0
.7

kg
1
0
9

1
1
2
.3

1
0
1
.6

1
1
2
.3

1
0
9
.3

1
0
5
.8

1
0
9
.7

1
0
1
.6

1
0
4
.7

日
1
6
1

1
7
2
.0

1
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